
【事例】ＣＳによる目標の共有と方略についての熟議 佐伯市立東雲中学校区

背景・取組概要

◆編成されたグループに小中の各教頭がコーディネーターとして配置され、テーマに沿っ
た意見交換が行われている。
◆話し合われた意見は、会の最後に小中の各教頭から全体に発表され共有された。

工夫・ポイント

◆学校運営協議会についての趣旨・概要説明が丁寧に行われるので、参加の目的
や役割が明確となり協議が短時間で充実したものになる。

特徴的な活動

◆学校から地域への協力について発信をすることで、地域とこどもとの関わりが増え、特
に高齢の方にも喜んでいただけるのではないか。

関係者の声

東雲小学校・中学校では、育成を目指す資質能力を明確にした上で、発達段階ごとに設定したテーマに沿った熟議を通して、関係
者の当事者意識を高め、相互に連携した教育活動が実践されている

佐伯市立東雲小学校・中学校では、学校運営協議会の熟議の充実のために、話し合いのグループを２グループ（８人）に編成し、活性化を図っている。
また、熟議の記録用紙も準備され、それぞれの立場でできそうなことが記録できる工夫が行われている。


